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Abstract: Provide an abstract of no more than 150 words summarizing the aim, key findings, and main conclusion of the study. Do not include citations. Avoid using abbreviations unless they are defined at first mention.
Keywords: Provide three keywords as standard (up to five may be included). 
Example: Keywords: Keyword-1, Keyword-2, Keyword-3


1. はじめに
　本稿は投稿用のスタイルサンプルであり、本誌の投稿規定および本スタイルサンプルの指定から著しく逸脱する原稿は受理しないことがある。投稿原稿は、本スタイルサンプルに直接入力して作成し、Microsoft Word形式（.docx）のファイルとしてメールで編集委員長宛てに送信すること。
　論文を書き始める前に、次の規約等（HPの「学会誌」に掲載されている「会誌投稿規定」、「学会誌公開規定」、「会誌公開規定FAQ」）を読むこと。

2. 投稿にあたって
2.1 原稿の体裁
　執筆にあたっては、Microsoft Wordを用いて作成する。行間・段落間隔等の体裁設定は本稿（スタイルサンプル）で指定済みであるため、投稿者は手動で再調整しないこと。
（1）体裁：横書き1段組
（2）余白：上下左右 各30mm
（3）文字数・行数：1ページ当たり38字×40行
（4）フォント：メイリオ9ポイント（基準）
（5）英文の場合：ページ設定は(1)〜(3)に従い、英字フォントはArial系10ポイントまたは
Times New Roman系11ポイントを用いてよい。
（6）分量はA4原稿で20ページ程度を上限とする（要旨・本文・図表・参考文献・巻末資
料等を含む）。

2.2 原稿作成上の注意
（1）インデント調整：スペースで調整せず、タブまたはインデント設定で行う。
（2）見出し番号および箇条書き番号は手動で付すこと（自動番号機能は使用しない）。番号
の後はスペースではなくTABまたはインデントを1回用い、位置合わせのためのスペース連打は行わない。
（3）括弧：和文本文中の括弧は全角（ ）を用い、英文本文中の括弧は半角 ( ) を用いる。（4）列挙・番号付けは(1)(2)…（数字・英字は半角）を用いる。
（5）整列：番号の後はスペースではなくTABまたはインデントを1回用い、位置合わせの
ためのスペース連打は行わない。
（6）表：スプレッドシートの画像貼り付け等は避け、Wordの表機能で作成する。
（7）図表には連番を⼿動で付した上で適切なキャプションを加えること。
（8）図や表、まとまったデータや例文等を提示するときは、その上下に空白を1行ずつ設け、
地の文との区別を図る（図表作成については「日本語論文作成の手引き」「投稿規定」を参照すること）。
（9）文字・記号：外字および機種依存文字・記号は使用しない。数字は特に理由のない限り
半角を用いる（例：2, 25, 2000）。和文の句読点はテン（、）とマル（。）を用いる。英文原稿はピリオド後のスペースを1文字分とする。
（10）セクション区切り、段組み等は使用しない。
（11）そのほかの詳細は「日本語論文作成の手引き」を参照すること。

2. 投稿にあたって
　投稿論文が下の「６つの必要最小限の基準」を満たしているかどうかを確認すること。
（1）本学会の趣旨との関連性 (relevance)
（2）学術性 (scholarliness)
（3）新規性･独創性 (originality)
（4）情報価値･有用性 (informativeness)
（5）論文の構成と体裁 (organization and presentation)
（6）文体の適切さおよび文法上の正確さ (style and grammaticality)

3. 投稿原稿とともに送付するもの
　「会誌投稿規定」第5条に従って、メール本文中に以下の情報を箇条書きで記載すること。これらの情報の記載がない場合は原則として投稿を受け付けない（ただし（５）は任意とする。また、投稿原稿の種別については、編集委員会の判断によって変更を求めることがある）。
（1）投稿者氏名（ふりがな）
（2）所属機関・職名
（3）メールアドレス
（4）論文題目（和文題目と英文題目を併記）
（5）投稿原稿の種類（「研究論文」「実践報告」「研究ノート」「その他」）

註
1. 註は文末に一括して記載する。註記番号はMicrosoft Word形式（.docx）の自動文末脚注挿入機能を使用せずに、必ず手動で加えること。自動挿入機能を使うと編集の際に不要な手間がかかるばかりでなく、しばしば番号がずれてしまうことがある。
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